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講演者紹介

弥永 明彦（イヤナガ アキヒコ）

略歴

1991.4.1 トヨタ自動車入社

1991.10－
プラントエンジニアリング部配属

国内外の施設設備計画、工場建設PJ､生産技術開発など

2003.11－2006.6 中国TTCC（天津）出向。 中国工場建設PJ担当

2006.6－2009.12 中国、アジア工場建設PJ担当、グループ長（‘08-’09）

2010.1－2015.3 生技管理部生準企画、新工場企画。グループ長（‘13-’14）

2015.4－2018.12 北米TMNA出向。プラント環境生技部シニアアドバイザー

2019.1－現在
トヨタ自動車九州出向。
環境プラント部部長兼次世代事業室室長（’23－）
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本日の内容

1.会社概要

2.トヨタ環境チャレンジ2050

3.トヨタ自動車九州のCN取り組み
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1. 会社概要

トヨタグループの国内生産拠点
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宮田工場

1. 会社概要 6
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❑ ’20年度以降、新型コロナウィルスおよび半導体供給問題などで前年度を下回る

❑輸出比率は約90% （中国・アジア、欧州、北米がメイン）

仕向け地別比率
（2022年度）

生産実績推移（過去10年）
（万台）

（年度）

中国・アジア

49%

欧州

15%

北米

11%

その他

10%

東アジア・

オセアニ

ア 4%

日本

11%

宮田工場
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苅田・小倉工場
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（万基）

苅田工場

小倉工場

❑ 苅田工場 ：宮田工場の減産の影響で減少

❑ 小倉工場 ：宮田工場および他工場生産車両の減産により減少

工場別生産実績推移（過去10年） 宮田工場/他工場向け
比率 （2022年度）

（年度）

（含Rrモーター）

宮田工場
向け

74%

他工場
向け
26%

宮田工場
向け
41%他工場

向け
59%

苅田・小倉工場
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1.会社概要

2.トヨタ環境チャレンジ2050

3.トヨタ自動車九州のCN取り組み
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本日の内容



トヨタ自動車は2015年
「トヨタ環境チャレンジ2050」を発表

２．トヨタ環境チャレンジ2050 11



2020年12月14日 BEV16車種披露
2030年までに BEV350万台／年 の販売を目指すことを発表

２．トヨタ環境チャレンジ2050 12



2021年6月11日 未来を拓く大切なモノづくりオンライン説明会
工場カーボンニュートラルの達成を2035年へ前倒すことを発表

２．トヨタ環境チャレンジ2050 13



6/12 日経新聞記事環境チャレンジの取組み加速
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3.トヨタ自動車九州のCN取り組み
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３．トヨタ自動車九州のCN取り組み

ライフサイクル
CO2ゼロチャレンジ

工場CO2
ゼロチャレンジ

１）取組み範囲イメージ

トヨタ自動車九州（ 以下 TMK ）では
工場CN（＝工場CO2ゼロチャレンジ）を優先して取組みを推進
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２）取組み背景

TMK 2035年工場CN方策

2050年2001年

C

O

2

排

出

量

2035年

TMC目標に合わせ
2035年までに工場
カーボンニュートラルの
達成を目指す！

CO2排出量

成り行き

2013年

省エネ

再エネ

ガスCO2フリー化
実質ゼロ

工場CNの方策は
省エネ、再エネ、ガスCO2フリー化 の3本柱で推進
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２）取組み背景

C
O
2
排
出
量
ト
ン
／
年

13年
基点

21年
現在

25年
目標

30年
目標

35年
目標

ガス

電力

第7次環境取組
プラン達成

新規革新技術
積上げ

クレジットなど

12.4万ﾄﾝ

14万ﾄﾝ

ガスCO2フリー
CO2ﾌﾘｰ水素

実質ゼロ

省エネ

▲30％

▲35％

省エネ

再エネ

省エネ

再エネ

TMK 2035年工場CNロードマップ
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３）取り組み事例

①革新技術

②日常改善 ③再エネ
水素

工場CO2
ゼロ

工場CO2ゼロ目標

2013年
基点

実質ゼロ

2030年
目標

2035年
目標

▲35％

①革新技術

②日常改善

③再エネ･水素

＜取り組み方針＞ 生産段階での35年CO2実質ゼロ

①革新技術：生産設備への革新技術導入による構造改革

②日常改善：製造現場を中心とした改善、ムダの削減

③再エネ･水素：再エネ導入の加速、水素利用の拡大

３．トヨタ自動車九州のCN取り組み 23



３）取り組み事例

①革新技術：生産設備への革新技術導入による構造改革

塗装工程の革新技術

改善前 改善後

世界トップレベルの低CO2排出塗装ブースをめざす

省エネ
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３）取り組み事例

②日常改善：製造現場を中心とした改善、ムダの削減

省エネの6箇条

省エネ
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３）取り組み事例

②日常改善：製造現場を中心とした改善、ムダの削減

エアー漏れ対応

＜エアー漏れ調査＞

＜可視化可能な検知器＞ ＜漏れ個所のタグ付け＞

修理
簡単に発見

エアー漏れは早期発見・早期修理が重要

省エネ

心得②ナオス
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３）取り組み事例

②日常改善：製造現場を中心とした改善、ムダの削減

コンプレッサーの分散化（近接化）

ムダな供給ロスの最小化

省エネ

心得④サゲル
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３）取り組み事例

②日常改善：製造現場を中心とした改善、ムダの削減

洗浄水加温の電化

電化によりCO2排出量▲50％

省エネ

心得⑥カエル
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３）取り組み事例

③再エネ､水素：再エネ導入加速、水素利用の拡大

再エネ

３．トヨタ自動車九州のCN取り組み 29

【再エネ導入】

工場屋根上の太陽光発電導入拡大と購入電力の再エネ化により再エネ導入を推進

2016
年

2017 2018 2019 2020 2021

5

導
入
容
量
(M
W
)

累計12.4MW導入済

10

5

10

発
電
量
(G
W
h
)

2022

2022年実績

発電量：9,100MWh

CO2削減：▲3,500トン

一般家庭 約2,100世帯分

太陽光発電導入

苅田工場

22年設置容量：1.9MW

小倉工場

22年設置容量：1.1MW

購入電力の再エネ化

電力会社

再エネ由来

トヨタ九州

再エネ
電力



３）取り組み事例

③再エネ､水素：再エネ導入加速、水素利用の拡大

空調の地中熱利用

再エネ
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３）取り組み事例 再エネ

３．トヨタ自動車九州のCN取り組み 31

地元漁業組合様の協力を得て、九州大学様と共同で福岡県福津市津屋崎周辺や岡垣町波津周辺の海域での
ブルーカーボン※の取り組みを開始

・ドローンを活用した

藻場面積･生育場所調査

・ドローン調査結果に

基づいた潜水調査

温暖化の影響で減少している地元の藻場を再生することで“ブルーカーボン”の創出を目指しています

※ブルーカーボン：海洋生物の作用によって、大気中から海中へ吸収された二酸化炭素由来の炭素のこと

【ブルーカーボンの取り組み】

２)藻場再生・保全技術確立

・採苗ロープの設置

・付着藻類の計測

・ロープの改善

１)現地調査の実施
〈取り組み内容〉
海草・藻などが炭素を貯留することで削減する
CO2によりクレジットを創出



３）取り組み事例

③再エネ､水素：再エネ導入加速、水素利用の拡大

経済産業省「地産地消型再生可能エネルギー面的利用等推進事業」補助制度利用

CO2フリー水素利用

太陽光発電
から水素製造

ガスCO2フリー化

３．トヨタ自動車九州のCN取り組み 32
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ガスCO2フリー化
③再エネ､水素：再エネ導入加速、水素利用の拡大

トヨタ九州では工場内で使用する蒸気の生成に、一部水素を混焼させる実証を検討しています。
水素混焼によりガスCO2フリー化を目指します。

【水素混焼ボイラー実証】

工場内
太陽光発電

水素

水素製造装置

蒸気

水素混焼ボイラー

都市
ガス

CO2含

CO2フリー

工場内
塗装ブース空調

３）取り組み事例
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ガスCO2フリー化
③再エネ､水素：再エネ導入加速、水素利用の拡大

３）取り組み事例

【定置燃料電池の開発】

将来の再エネ由来水素の利用拡大に向け、MIRAIの燃料電池ユニットを活用した定置燃料電池の開発を推進

定置燃料電池

22年度：試作機完了､23年度：耐久評価予定

再エネ
由来水素

電気

<工場内利用>

<非常用発電機>

<BEVの急速充電>
急速充電器

UX BEV
2代目MIRAIの
燃料電池ユニットを活用

用 途開 発



３）取り組み事例

③再エネ､水素：再エネ導入加速、水素利用の拡大

水素利用拡大に向けた仲間づくり

ガスCO2フリー化
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ご清聴ありがとうございました


